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1 英文論文執筆のための若手講習会2010

The Workshop of Writing Research Papers in English for

Young Researchers

開催日 2010年5月22日

企 画 研究成果発信支援 プログラム委員会

講演者 小嶋祥三(脳 と進化班)

 2010年5月22日 に、「英文論文執筆のための講習会2010」 か

三田キャンパス北館大会議室において開催された。当日は慶應

義塾のみならず他大学の大学院生や若手研究者 を中心 に多数の

参加者があ り、 まさに、英文論文執筆に対する意識の高さを反

映したものであった。 ますはじめに、講師を担当された小嶋群

三先生から英文論文の重要性について解説があった。その主旨

は、ます英文論文を執筆することによって世界中の多 くの研究

者に成果 を公表できること、さらに同じ研究分野の学究達 と知

識の交換や共有をすることによって、その研究領域の発展に多

少でも貢献で きるということであった。

 英文論文の重要性を踏まえたうえで、引 き続 き論文執筆から

投稿、アクセプ トまでの流れについて具体例を用いて解説があ

った。さらに、文献の検索、執筆、英文校閲といった投稿前の

流れか ら、投稿後のreviewerと のや り取 りに至るまで大変親

切な説明か添えられていた。特に、論文執筆準備における関連

文献の検索方法や、雑誌のImpact Factor(IF)、 各 論文の引

用度数の検索方法については、会場で直接PubMedやWeb of

Scienceに ア クセスするなど実践的な内容であった。 また、投

稿後の流れについては一事例として、先生か実際に提出された

Response Paperを 配布 し、一流 ジャーナルにおけるrevlewer

とのや り取 りか らアクセプ トに至 る流れを詳細に述べ られた。

 小 嶋先生は、とりわけ研究を行 う上での英文論文を持つこと

の重要性、被引用数の高い、良い論文を執筆することの重要性

を強調された。また目常の研究生活の中で英語で論文を書 くこ

とを習慣つけていく意識か大切であること、それを研究 をする

上での基本的姿勢 として維持し続けることか肝要であると話さ

れた。

 講 習終了後、多数の参加者か ら英文投稿 に関する種々の質問

が出され、終了時間を過 きても盾発な質疑応答か行われた。経

験の乏しいことから、ことさら英文論文執筆をハー ドルの高い

ものと捉 えかちな大学院生や若手研究者の背中を後押 しして く

れるような内容であった。         (柴田みとり)

The Workshop of Writing Research Papers m English for

Young Researchers was held on May 22nd 2010 Professor

Shozo Kqlma speczfically explalned how to wrlte effective

papers m English

2 MRI特 別安全講習会

MRI safety lecture

開催日  2010年4月25日

企画  研究成果発信支援・プログラム委員会、梅田聡 ・染谷芳明(脳 と進化班)

講演者  梅田雅宏(明 治国際医療大学医学教育研究センター医療情報学ユニット)

 2010年4月25日 、 明治国際医療大学医学教育研究セ ンター医

療情報学ユニソ トの教授で日本磁気共鳴学会の理事 も務められ

ている梅 田雅宏教授 を講師にお招 きし、MRI特 別 安全講習が

開催 された。本GCOE拠 点でMRI実 験 を行 う者は、全員、安

全講習 を受 けることか義務づけられてお り、GCOEが 主催 し

たこの安全講習には、26名 の学生や教員が参加 した。講習は、

MRIの 原理 と基礎、安全に利用するための注意点に加え、測

定に使用されるシー クエ ンスの仕組みなどの応用にまでおよ

び、MRI実 験 の未経験者のみならす、既 にMRIの 知識や経験

を持つ参加者 にとっても、学ぶ ところの多い内容であった。2

時 間にわたる講義の後、活発な質疑応答 もあ り、非常に有意義

な講習となった。今回のMRz特 別 安全講習 をきっかけに、実

験関係者全員が、より高い安全意識を持ってMRI実 験 に臨み、

今後 も、木拠点で安全 にMRI実 験 か遂行 されることを願 う。

                       (四本裕3)

MRI safety seminar was held on April 25th 2010, with a

guest lecturer, Professor Masahiro Umeda Twenty-six at-

tendees learned MRI basics, safety guide!ines, and their

apphcations

23


